
最
蓮
房
は
京
都
に
生
ま
れ
、
十
七
才
で
出
家
、
天
台
の
学
僧
で
、
生
来
病
弱
に
も
か
か
わ
ら
ず
極
め
て
道
念
堅
固
・
信
行
厳
粛
の
人
で

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
宗
祖
よ
り
先
に
何
ら
か
の
原
因
で
佐
渡
に
配
流
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
佐
渡
で
宗
祖
に
値
遇
し

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

宗
祖
の
遺
文
に
は
、
法
然
の
念
仏
及
び
慈
覚
・
智
証
等
の
台
密
学
説
に
対
す
る
破
折
は
頗
る
多
い
が
、
中
古
天
台
義
に
批
判
言
及
さ
れ

た
遺
文
は
比
較
的
少
な
い
。
と
同
時
に
、
中
古
天
台
義
に
言
及
さ
れ
た
遺
文
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
最
蓮
房
に

送
ら
れ
た
遺
文
に
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
他
に
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
要
な
も
の
は
最
蓮
房
あ
て
御
書
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て

な
お
拙
稿
は
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
中
、
身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
、
身
延
三
世
日
進
の
写
本
が
現
存
す
る
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』

に
つ
い
て
、
少
し
く
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
て
み
た
い
。

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察

㈲
は
じ
め
に

○
最
蓮
房
の
伝

ｌ
立
正
観
抄
・
同
送
状
Ｉ

中
條
暁
秀

（”）



最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

了
）

て
弟
子
と
な
り
、
謀
を
日
浄
と
賜
っ
た
と
い
う
。
宗
祖
が
文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
春
赦
免
さ
れ
て
後
、
翌
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）

（
２
）

に
赦
さ
れ
て
、
京
都
あ
る
い
は
身
延
に
帰
っ
た
も
の
と
い
う
。

以
上
が
最
蓮
房
の
伝
の
素
描
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
佐
渡
を
引
き
揚
げ
て
か
ら
の
動
静
で
あ
る
。
以
下
こ
の

点
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
当
時
の
宗
祖
は
身
延
在
住
の
時
で
あ
る
か
ら
、
最
蓮
房
は
身
延
に
直
行
し
、
下
山
に
居
住
し
て
、
宗
祖
に
師
事
し
た
と
い
う
説
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
身
延
町
下
山
の
長
栄
山
本
国
寺
は
そ
の
居
住
の
地
と
い
う
の
が
一
般
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
拠

は
い
う
ま
で
も
な
く
最
蓮
房
の
墓
碑
に
あ
る
。
そ
の
墳
墓
に
は
、

と
記
さ
れ
、
こ
の
地
で
入
寂
し
た
旨
を
伝
え
て
い
る
。

次
に
身
延
へ
は
行
か
ず
、
直
ち
に
京
都
に
帰
り
、
そ
こ
で
遷
化
し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
説
の
典
拠
は
、
文
永
一
二
年
（
一
二
七

五
）
二
月
二
八
日
の
最
蓮
房
あ
て
の
『
立
正
観
抄
送
状
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る

ノ
ニ

レ
負

ノ
ニ
ス
（
且
田
）

今
度
御
使
誠
御
志
之
程
顕
候
了
。
又
種
を
御
志
慥
給
候
了
。

と
い
う
一
節
に
よ
る
。
こ
の
文
永
一
二
年
は
改
元
（
四
月
改
元
）
し
て
建
治
に
当
り
、
最
蓮
房
が
赦
を
待
て
佐
渡
か
ら
帰
っ
た
年
で
あ

（
５
）

る
。
と
す
る
と
、
こ
の
使
は
恐
ら
く
京
都
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
最
蓮
房
は
京
都
に
在
住
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
立
正
観
抄
』
も
ま
た
京
都
へ
送
ら
れ
た
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
身
延
三
世
日
進
の

（
６
）

『
立
正
観
抄
』
写
本
の
奥
書
が
注
目
に
価
す
る
。
幾
つ
か
の
解
釈
を
生
む
奥
書
で
あ
る
の
で
後
に
詳
述
す
る
が
、
今
そ
の
一
つ
を
紹
介
す

れ
ば
、
要
す
る
に
「
正
中
二
年
三
月
京
都
三
條
京
極
で
最
蓮
房
が
所
持
し
て
い
た
宗
祖
御
自
筆
の
立
正
観
抄
を
、
あ
る
人
が
こ
れ
を
写
し

胃
）

延
慶
元
戊
申
歳
四
月
十
八
日

（”）



と
こ
ろ
で
、
筆
者
の
独
断
的
な
感
想
を
述
べ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
最
蓮
房
は
恐
ら
く
宗
祖
在
世
中
は
京
都
に
、
そ
し
て
、
滅
後
は
ご
給

仕
の
た
め
祖
廟
参
拝
を
日
課
と
し
て
、
身
延
に
住
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
明
確
な
史
料
が
乏
し
い
た
め
、
諸
説
入
り
雑
っ
て
未
詳
の
部
分
が
多
い
。
よ
っ
て
古
来
か
ら
架
空
の
人
物
、
実
在
の

（
７
）
（
８
）

人
と
論
義
の
喧
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
影
山
尭
雄
先
生
の
「
最
蓮
房
に
つ
い
て
」
・
『
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
』
、
宮
崎
英
修
先
生

（
９
）
（
叩
）

の
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
・
『
日
蓮
宗
の
祈
繍
法
』
中
に
お
い
て
明
言
さ
れ
て
お
ら
れ
る
ご
と
く
、
実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と

（
、
）

は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

最
蓮
房
に
あ
て
ら
れ
た
遺
文
は
諸
説
あ
っ
て
一
様
で
は
な
い
。
今
、
定
遺
に
し
た
が
っ
て
明
ら
か
に
最
蓮
房
あ
て
の
御
書
と
認
め
ら
れ

る
も
の
を
摘
出
し
て
ゑ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

た
。
今
日
進
が
同
じ
年
の
十
二
月
廿
日
に
転
写
し
た
。
そ
れ
を
元
徳
二
年
卯
月
中
旬
に
身
延
山
に
於
て
再
び
写
し
直
し
た
。
」
と
の
見
解

に
し
た
が
え
ば
、
文
永
二
年
宗
祖
が
自
書
し
、
最
蓮
房
へ
授
け
た
『
立
正
観
抄
』
が
、
そ
れ
か
ら
五
十
二
年
目
の
正
中
二
年
（
二
一
三

五
）
に
京
都
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
佐
渡
か
ら
赦
さ
れ
た
最
蓮
房
は
京
に
帰
っ
て
在
住
し
、
そ
こ
で
入
寂
し
た
も
の
で
は
な
い

か
と
い
う
説
で
あ
る
。

画
号
一
転
謎
一
垂

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

丑
列
一
メ
鄭
血
朋
材

早
木
成
仏
口
央

国
最
蓮
房
あ
て
御
書
十
二
篇

過
侭
泳
Ｉ
糾
世
一
当
詞
敵
劃
一
＆
劃

雷
硴
幽
定
遺
頁
数

丑
一
二
’
五
二
皿

ユ
三
二
３
ｔ
五
三
羽

（”）



ヘ
チ

ク
シ
（
Ｍ
）

タ
さ
り
は
相
構
相
構
御
入
候
へ
。
得
受
職
人
功
徳
法
門
委
御
申
候
は
ん
・

と
示
さ
れ
る
を
睨
ん
で
み
る
と
、
４
は
３
の
口
授
の
法
門
が
文
書
に
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
執
筆
年
月
日
か
ら

見
て
も
３
は
四
月
一
三
日
で
、
４
は
同
月
一
五
日
の

ま
ず
こ
れ
ら
十
二
篇
中
、
１
．
２
．
３
．
５
．
６
．
８
．
ｍ
・
吃
の
八
篇
は
巻
末
乃
至
末
文
に
よ
っ
て
、
７
．
９
は
い
ず
れ
も
そ
の
送

状
か
ら
最
蓮
房
あ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

12 11 10 8 7 6 5 4 39
次
に
４
は
３
の
端
書
の

一
六
五

続
調

続
如

一
五
八

一
○
二

一
○
三

一
一
五

一
一
一
一
一

一
三
四

一
三
五 最

蓮
房
あ
て
御
喪
の
一
考
察
（
中
條
）

立
正
観
抄
送
状

当
体
蓮
華
抄

十
八
円
満
抄

立
正
観
抄

股
蓮
房
御
返
事

得
受
職
人
功
徳
法
門
抄

祈
薦
経
送
状

諸
法
実
相
抄

当
体
義
抄

当
体
義
抄
送
状

供
物
書

52 52 52 52 51 5159 59 54 53

文文文文文文
永永永永永永

○○○○九九
、 、 、 、

文
永
一
二
、

弘
安
三
、

弘
安
三
、

文
永
二

蒄正四四
、 、 、 、

二
、
二
八

八
、
一

一
一
、
一
一
一

二一一・ ・一

七八五三

同同同同圃泰圃 甚

日
進
本
（
身
延
山
蔵
）

（
胸
）

日
朝
本
（
茨
城
新
和
田

富
久
成
寺
蔵
）

同
日
像
・
祈
祷
経

之
事
（
抄
写
）

日
善
・
金
綱
集

七
（
抄
出
）

外
六
二
○
’
六
二
五

外
六
二
五
’
六
三
二

内
六
八
八
’
六
九
○

（
肥
）

受
七
二
三
’
七
二
九

内
七
五
七
’
七
六
八

外
七
六
八

外外内 内
一
八
四
四
’
八
五
一

八
七
○
’
八
七
二

二
一
二
九
’
二
一
三
七

二
一
三
七
’
一
二
四
四

（94）



そ
し
て
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
誠
に
奇
異
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
以
上
の
士
一
篇
中
、
真
蹟
の
現
存
・
曽
存
と
い
う
も
の
は
一
篇
だ
に
な

く
、
た
だ
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
に
日
進
・
日
朝
の
古
写
本
が
、
『
祈
祷
経
送
状
』
に
日
像
の
抄
写
本
が
、
『
当
体
義
抄
』
に
日

善
の
筆
に
な
る
『
金
網
集
』
か
ら
の
抄
出
が
見
ら
れ
る
の
象
で
あ
り
、
他
の
門
弟
檀
越
に
比
し
て
短
期
間
に
相
当
量
の
遺
文
が
集
中
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

加
え
て
、
こ
こ
で
本
来
な
ら
ば
、
遺
文
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
今
、
そ
の
問
題
を
棚
上

げ
し
て
い
え
ば
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
は
、
そ
の
題
名
を
見
た
だ
け
で
も
血
脈
・
口
決
・
当
体
蓮
華
・
十
八
円
満
な
ど
、
中
古
天
台
義
が
濃

簸
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

と
述
べ
ら
れ
る
に
よ
っ
て
、

と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

と
、
皿
の
末
に
は
、

と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
浄
は
最
蓮
房
の
法
号
で
あ
る
と
い
う
伝
承
に
よ
れ
ば
、
４
は
最
蓮
房
あ
て
で
あ
る
。

三
に
定
遺
三
巻
所
収
の
ｕ
は
所
授
の
人
を
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
抄
末
に

シ

ノ

（
Ⅳ
）

蓮
に
を
い
て
十
八
円
満
等
の
法
門
天
台
宗
の
奥
義
也
。
如
二
御
相
伝
一
云
云
。
恐
恐
。

と
、
さ
ら
に

シ
キ
ラ
セ
シ

如
一
雷
進
一
。

ニ
シ
ヲ
又
（
巧
）

夜
半
記
し
之
畢
。

ニ
ル
ハ
ト
キ
ラ
セ
ノ
シ
シ
フ
ヒ
ニ
ノ
ノ
昌

上
所
し
挙
之
法
門
錐
し
為
二
御
存
知
一
書
進
候
也
。
十
八
円
満
等
法
門
能
々
可
二
案
給
一
。
並
当
体
蓮
華
相
承
等
日
蓮
之
己
証
法
門
等
前
々

シ
キ
ラ
セ
シ
カ
（
肥
）

ム
セ
二
（
醒
型
）

日
蓮
又
令
レ
受
一
職
日
浄
一
。両

者
は
相
関
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
し
た
が
っ
て
、
ｕ
の
対
告
衆
は
無
記
で
あ
る
が
、
最
蓮
房
あ
て

（”）



最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

厚
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
な
ぜ
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
て
承
る
に
、
そ
れ
は
恐
ら
く

天
台
の
学
僧
で
あ
っ
た
最
蓮
房
は
、
当
時
の
比
叡
山
の
教
学
に
つ
い
て
様
々
な
質
問
を
発
し
、
そ
れ
に
対
し
て
宗
祖
は
、
相
手
の
理
解
を

（
”
）

得
や
す
い
よ
う
な
文
辞
を
以
て
、
回
答
を
与
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

側
宗
祖
の
御
自
筆
の
本
（
立
正
観
抄
）
を
最
蓮
房
が
所
持
し
て
い
た
。

⑪
宗
祖
の
御
自
筆
の
本
（
立
正
観
抄
）
を
最
蓮
房
が
書
写
し
、
そ
れ
を
所
持
し
て
い
た
。

（
理
）

⑥
最
蓮
房
自
身
が
書
い
た
本
（
立
正
観
抄
）
で
あ
る
。
（
股
蓮
房
の
著
述
の
意
）

常
識
的
に
は
⑪
の
意
に
解
す
る
の
が
最
も
穏
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
奥
書
を
ボ
ケ
さ
せ
る
も
の
は
何
と
い
っ
て
も
「
有
人
書
之
」
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
折
角
の
も
の
が
陵
味
に
な
っ
て
し
ま

身
延
山
久
遠
寺
に
蔵
さ
れ
、
身
延
三
世
日
進
の
写
本
が
現
存
す
る
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
に
は
そ
れ
ぞ
れ
奥
書
が
記
さ
れ
て
あ

（
鋤
）

る
。
（
な
お
『
立
正
観
抄
送
状
』
の
奥
書
に
つ
い
て
は
論
ず
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
）
そ
の
奥
書
と
は
、

正
中
二
年
乙
丑
三
月
於
洛
中
三
条
京
極
取
蓮
房
之
本
御
自
筆
有
人
書
之
今
干
時
正
中
二
年
乙
丑
十
二
月
廿
日
書
写
之
也
身
延
山
唾
需
睡

で
あ
る
。
こ
の
文
は
意
味
の
判
ぜ
↑

の
解
釈
が
成
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
文
は
意
味
の
判
ぜ
ぬ

う
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
ら
れ
る
。

覗
重
写
蛎
へ
傍
線
筆
者
）

と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
傍
線
の
部
分
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
読
承
方
に
よ
っ
て
三
様

囚
日
進
と
日
祐

（96）



と
は
い
え
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
宗
祖
滅
後
四
十
四
年
の
正
中
二
年
・
四
十
九
年
の
元
徳
二
年
（
二
三
○
）
に
、
日
進
が
『
立
正
観
抄
』

を
書
写
し
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
問
題
は
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
し
か
し
、
日
進
・
日
祐
の
関
係
等
盈
を
考
え
る
時
、
若
干
の
疑
問
が
生
じ
る
。

そ
の
疑
問
と
は
、

（
麹
）

仙
日
進
は
中
山
三
世
日
祐
と
年
令
差
を
超
え
た
極
め
て
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

（
別
）

祐
の
『
本
尊
聖
教
録
』
に
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
の
記
戦
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
誠
に
不
思
議
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ

ち
、
日
祐
の
『
一
期
所
修
善
根
記
録
』
（
以
下
『
善
根
記
』
と
略
称
）
中
の
「
身
延
山
参
詣
事
」
に
よ
る
と
、
日
祐
は
、

（
変
）
人
シ
人
セ
シ
リ
ノ
．
夕

自
二
生
年
十
七
歳
大
聖
人
三
十
三
回
一
始
し
之
、
大
略
毎
年
令
二
参
詣
一
、
但
有
二
不
参
年
一
、
将
叉
両
度
参
詣
之
年
有
し
之
、
雌
し
然
両
度

ル
ハ

ハ
ニ

ナ
ヲ
セ
ン

ノ
１
（
妬
）

参
年
稀
有
也
、
不
参
之
年
常
有
し
之
、
記
録
紛
失
之
間
度
数
不
二
分
明
一
、
任
二
大
聖
人
御
照
覧
一
而
已
、
（
以
下
略
）

と
、
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
の
宗
祖
三
十
三
回
忌
を
期
し
て
、
身
延
参
詣
を
志
し
、
さ
ら
に
『
善
根
記
』
中
の
「
精
舎
勧
進
造
営
並
結

と
、
正
和
三
年
（
一

縁
事
」
に
よ
れ
ば
、

ノ

正
中
二
年
乙
丑
十
月
三
日
事
始
、
同
十
一
月
三
日
棟
上
、
中
山
本
妙
寺
、
翌
年
卯
月
八
日
殿
入
、
同
十
六
日
供
養
、
唱
導
身
延
山
久

ノ

ス

遠
寺
貫
首
日
進
上
人
、
日
祐
錐
雑
蕊
一
先
師
日
高
上
人
士
一
同
遥
立
供
蕊
・
・
・
・
・
・
：
（
中
略
）
：
・
・
・
・
・
・
・
ハ
シ

法
華
寺
元
徳
二
年
庚
午
十
一
月
十
三
日
事
始
、
同
十
二
月
廿
七
日
宗
挙
、
翌
年
三
月
十
九
日
殿
入
、
同
一
千
日
供
養
、
唱
導
同
レ

ニ
Ａ

ノ
（
”
）

上
、
為
二
先
師
日
常
上
人
三
十
三
回
一
、
（
以
下
略
）

と
、
一
度
は
中
山
本
妙
寺
の
造
営
供
養
に
、
も
う
一
度
は
法
華
寺
の
供
養
に
、
日
進
を
招
待
し
て
唱
導
の
師
と
仰
い
で
い
る
こ
と
を
知
る

（
鑓
）

の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
妙
寺
の
本
尊
た
る
釈
迦
多
宝
四
菩
薩
等
の
尊
像
を
奉
侍
し
て
登
延
し
、
そ
の
開
眼
を
乞
う
て
、
親
し
く
日
進
と
見

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）
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故
浅
井
要
麟
先
生
の
祖
書
学
の
特
色
は
、
遺
文
の
真
偽
論
に
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
祖
書
の
思
想
的
研
究
」
（
『
日
蓮
聖
人
教
学
の

研
究
』
所
収
）
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、
中
古
天
台
義
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
た
宗
祖
の
遺
文
中
に
中
古
天
台
義
、
し
か
も
、
日
蓮
滅
後
の

中
古
天
台
義
が
あ
り
う
る
道
理
が
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
中
古
天
台
義
に
与
同
的
な
遺
文
を
偽
撰
と
し
て
排
除
し
よ
う
と
す
る
試

象
が
あ
る
。
こ
の
試
論
は
、
來
雑
物
を
除
去
し
て
、
純
粋
日
蓮
義
を
樹
立
す
る
た
め
の
一
つ
の
貴
い
作
業
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
思
想
内

ヘ
ル
コ
仏
Ｐ

い
『
善
根
記
』
中
の
「
京
上
四
ヶ
度
」
に
よ
る
と
、
日
祐
は
、ノ

ノ

ー
ヶ
度
文
保
元
丁
巳
二
月
十
九
日
、
生
年
二
十
歳
為
二
住
山
一
、
上
京

メ

ノ

ー
ヶ
度
正
中
元
甲
子
四
月
、
生
年
二
十
七
歳
為
二
聖
教
書
写
一
、
上
路

メ

ノ

ー
ヶ
度
建
武
元
甲
戌
七
月
四
日
、
生
年
三
十
七
、
為
二
法
門
訴
訟
一
、
（
以
下
略
）

ノ
（
釦
）

一
ヶ
度
暦
応
三
年
庚
辰
十
月
三
日
、
生
年
四
十
三
為
二
法
門
訴
訟
一
上
洛
、
（
以
下
略
）

と
、
四
度
ま
で
も
京
へ
赴
き
、
し
か
も
、
二
度
目
の
正
中
元
年
（
三
三
四
）
の
上
洛
は
「
為
一
聖
教
書
写
一
」
で
あ
る
。
と
す
る
と
、

『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
を
見
落
す
と
い
う
の
も
何
か
妙
な
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

（
皿
）

の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

見
せ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
蓮
房
あ
て
御
雷
の
一
考
察
（
中
條
）

え
て
い
る
こ
と
を
伺
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
特
別
な
し
か
も
極
め
て
友
好
的
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
祐
の

（
四
）

目
録
・
記
録
・
著
述
類
に
何
ら
記
さ
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
誠
に
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
、
日
進
は
秘
し
て
日
祐
に

国
立
正
観
抄
・
同
送
状
の
検
討

（98）



（
鍵
）

容
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
偽
を
判
定
す
る
方
法
は
、
余
り
に
も
冒
険
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
ら
れ
る
。

『
立
正
観
抄
』
を
一
つ
の
例
と
し
て
い
え
ば
、
浅
井
要
麟
先
生
は
、
止
観
勝
法
華
の
説
は
宗
祖
よ
り
三
十
一
才
後
輩
の
仙
波
の
尊
海
が

た
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
宗
祖
の
時
代
に
は
な
か
っ
た
思
想
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
以
て
本
書
偽
書
説
を
主
張
す
る
一
根
拠
と
さ
れ

（
鋼
）

て
い
る
。
し
か
し
、
か
か
る
思
想
は
慧
心
流
の
本
迩
未
分
の
観
心
の
思
想
を
一
歩
進
め
れ
ば
そ
う
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
宗
祖

（
鋼
）

の
時
代
に
既
に
止
観
勝
法
華
の
説
は
成
立
し
て
い
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
一
つ
の
試
み
で
あ
る
が
、
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
の
中
に
は
幸
い
経
論
釈
が
縦
横
に
引
用

さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
今
は
引
用
経
論
釈
に
焦
点
を
あ
て
、
本
抄
及
び
送
状
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
祖

の
教
学
の
特
色
の
一
つ
は
、
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
を
引
用
し
て
、
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
極
め
て
旺
盛
で
あ
る
か
ら
で

烏
）

あ
る
。
ま
ず
引
用
経
論
釈
の
典
拠
を
丹
念
に
検
す
る
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
こ
で
本
抄
中
の
引
用
経
論
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
を
含
め
、
具
さ

に
検
討
・
対
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
紙
巾
の
都
合
で
省
く
。
た
だ
し
、
本
抄
・
送
状
中
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈
の
出
典
名
の
み
を
記
す

と
、
『
法
華
経
』
（
方
便
品
）
・
『
浬
藥
経
』
・
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
・
『
蘇
悉
地
経
疏
』
・
『
文
句
』
・
『
玄
義
』
・
『
止
観
』
・
『
止

観
大
意
』
・
『
弘
決
』
・
『
学
天
台
宗
法
門
大
意
』
・
『
守
護
国
界
章
』
・
『
顕
戒
論
』
・
『
法
華
秀
句
』
（
以
上
『
立
正
観
抄
』
）
、

『
止
観
』
・
『
弘
決
』
・
『
玄
義
』
・
『
釈
菱
』
・
『
統
高
僧
伝
』
（
以
上
『
立
正
観
抄
送
状
』
）
等
の
典
籍
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
引
用
経
論
釈
の
出
典
等
が
確
認
で
き
る
も
の
は
一
応
首
肯
し
て
も
い
い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
確
認
の
で
き
な
い
も
の
が
い
く
つ

か
あ
る
。
そ
の
主
た
る
も
の
を
挙
げ
検
す
る
と
、

か
あ
る
。
そ
の

八
立
正
観
抄
Ｖ

股
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）
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ハ
ノ
ニ
リ

ノ
ノ
テ
ヲ
キ
ヲ
リ

⑥
天
台
御
入
滅
之
後
石
塔
中
有
し
之
。
伝
教
大
師
御
入
唐
時
八
舌
以
レ
鋪
開
し
之
自
二
道
遼
和
尚
一
伝
受
給
血
脈
者
是
也
。

シ
フ
・
典
（
蛇
）

（
釣
）
（
綱
）

日
目
の
写
本
が
現
存
す
る
ヨ
代
聖
教
大
意
』
に
類
文
が
、
ま
た
、
何
に
い
う
『
天
台
潅
頂
玄
旨
』
に
類
似
す
る
個
所
が
、
さ
ら
に
中

（
帽
）
（
躯
）

古
天
台
の
口
伝
法
門
中
の
『
二
帖
抄
見
聞
』
（
巻
上
）
に
同
趣
の
文
が
あ
る
。

ク
ノ

ノ
卜
（
〃
）

側
此
書
（
潅
頂
玄
旨
血
脈
）
云
一
言
妙
旨
一
教
玄
義
文
。

（
蝿
）

全
同
の
文
が
、
最
連
房
あ
て
御
書
の
一
つ
で
、
定
遺
三
巻
所
収
の
『
十
八
円
満
抄
』
に
、
ま
た
、
㈲
に
い
う
『
天
台
潅
頂
玄
旨
』
に
あ

へ
、
直
》
》

（
伯
）

ｚ
や
◎

（
似
）

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
蓮
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て
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ノ
《
一
ク
ト
ハ
メ
ノ
ン
ヵ
セ
ヲ
（
弱
）

⑧
慈
覚
大
師
釈
云
三
観
者
為
し
令
得
二
法
体
一
修
観
也
云
云
。

現
存
す
る
円
仁
著
作
中
か
ら
は
発
見
で
き
な
い
。
遺
文
注
釈
家
の
詮
索
に
よ
る
と
、
恐
ら
く
檀
那
流
の
『
一
心
三
観
記
』
と
い
う
台
家

（
訂
）

秘
本
切
紙
中
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
現
に
、
時
代
は
下
る
が
切
紙
を
成
文
化
し
た
覚
運
の
『
一
心
三
観
記
』
と
称
さ
れ
る
も
の

（
銘
）

の
中
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
個
所
が
あ
る
。

ノ
ト
チ

ノ

リ
（
釣
）

側
潅
頂
玄
旨
血
脈
天
台
大
師
自
筆
血
脈
一
紙
有
し
之
。

ノ
ニ

シ
チ

『
録
内
拾
遺
』
は
、
「
現
本
無
し
之
台
家
秘
本
中
有
し
之
題
云
二
天
台
潅
頂
玄
旨
一
・
・
・
・
・
（
中
略
）
・
・
・
・
・
潅
頂
玄
旨
・
・
・

ニ
ン
テ
《
一
入
ヲ
（
知
）

．
・
台
宗
秘
書
切
紙
中
載
し
之
（
以
下
略
）
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
は
切
紙
が
成
文
化
さ
れ
た
『
天
台
潅
頂
玄
旨
』
と
題
す
る
写
本

、
■
■
＆
ザ

ノ
ー
ク

ノ
ト
ハ
イ
テ
ヲ
ル
ノ
ワ
ハ

⑥
伝
教
大
師
血
脈
云
夫
一
言
妙
法
者
開
二
両
眼
一
見
二
五
塵
境
一
時
者
応
二
随
縁
真
如
一
。
閉
一
両
眼
一
住
二
無
念
一
時
者
当
二
不
変
真
如
一
。
故

ナ
ル
テ
●
●
ヲ
ス
ル
二
《

ナ
ル
ニ

ク
ニ

ヲ

ニ
シ
ノ

ス
二
（
釦
）

聞
二
此
一
言
一
万
法
效
達
一
代
修
多
羅
含
二
一
言
一
文
。
（
傍
点
筆
者
）

井
上
恵
宏
氏
の
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
（
二
巻
）
の
解
説
に
よ
る
と
、
最
澄
が
智
顎
の
『
潅
頂
玄
旨
』
を
注
し
た
も
の
を
『
注

(〃0）



（
副
）

血
脈
』
と
称
し
、
今
の
血
脈
と
は
こ
れ
を
い
い
、
こ
の
書
は
台
宗
の
秘
書
に
し
て
、
切
紙
の
中
に
こ
れ
を
戦
す
と
い
う
が
、
現
在
こ
の
血

脈
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
文
と
極
め
て
類
似
す
る
も
の
が
㈲
に
い
う
『
天
台
灌
頂
玄
旨
』
に
、

ナ
ル
テ
●
●
７
ス
ル
ニ

ナ
ル
ニ
テ
ノ
ブ

ニ
ス
ノ

開
一
両
眼
一
見
二
五
塵
境
一
時
者
応
二
随
縁
真
如
一
閉
二
五
根
一
住
二
無
念
一
時
者
当
一
不
変
真
如
一
故
開
二
此
二
一
口
一
万
方
妓
達
一
代
修
多
羅

テ
フ
ル
ノ
ワ
《

と
あ
る
。

レ
ハ
ノ
ヲ
テ
ニ
セ
シ
ヨ
リ
テ
ワ
ヘ
ハ
ヲ
チ
ソ
ヘ
ハ
ヲ
ノ

㈹
夫
尋
二
天
台
観
法
一
者
於
二
大
蘇
道
場
一
三
昧
開
発
己
来
開
レ
目
思
二
妙
法
一
随
縁
真
如
也
。
閉
し
目
思
一
妙
法
一
不
変
真
如
也
。
此
両
種

《
ノ
ー
リ
フ
ル
フ

ニ
シ
ノ

ス
二
（
認
）

真
如
只
一
言
妙
法
有
。
我
唱
二
妙
法
一
時
万
法
妓
達
一
代
修
多
羅
含
二
一
言
一
。

㈲
の
文
と
同
意
で
あ
る
ｏ
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
宗
祖
は
偽
撰
書
、
例
え
ば
『
成
仏
法
華
肝
心
口
伝
身

（
“
）
（
弱
）
（
弱
）
（
釘
）
（
閉
）

造
抄
』
・
『
読
調
法
華
用
心
抄
』
・
『
万
法
一
如
抄
』
・
『
御
識
聞
書
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
で
は
、
真
如
随
縁
論
に
よ
る
本
門
釈
を
散

説
す
る
が
、
真
撰
謝
で
は
全
く
説
か
れ
な
い
。
の
ぶ
な
ら
ず
、
真
撰
書
に
は
真
如
随
縁
論
は
全
く
存
在
し
な
い
。
最
澄
を
根
本
大
師
と
仰

（
弱
）

ぎ
、
多
大
の
法
門
を
吸
収
さ
れ
た
宗
祖
が
、
妓
澄
が
あ
れ
程
尊
重
し
た
真
如
随
縁
論
を
全
く
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
誠
に

不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
ｏ
思
う
に
、
そ
れ
は
恐
ら
く
、
真
如
随
縁
論
を
別
教
所
詮
と
考
え
、
天
台
法
華
宗
の
元
来
の
教
学
で
は
な
い
と
判

（
即
）

断
さ
れ
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
本
抄
中
に
真
如
随
縁
論
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
如
何
様
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
㈲
の
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
真
如
随
縁
論
は
、
い
わ
ば
最
澄
の
口
を
借
り
て
の
真
如
随
縁
論
で
あ
る
か
ら
、
首
肯
し
て
も
差
し
支
え
な

い
と
は
思
う
が
、
㈹
の
場
合
は
、
明
ら
か
に
宗
祖
の
考
え
と
し
て
の
言
明
で
あ
る
か
ら
首
肯
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
立
正
観
抄
送
状
Ｖ

ノ
ニ
タ
テ
ノ
ヲ

具
制
）

倒
霊
応
伝
第
四
云
受
二
法
華
行
一
二
七
日
境
界
文
。

最
蓮
房
あ
て
御
番
の
一
考
察
（
中
條
）

二
（
記
）

含
二
一
言
一
（
傍
点
筆
者
）

(IOI)



（
妬
）
（
師
）
（
閃
）

『
注
法
華
経
』
の
文
と
全
同
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
出
典
は
『
続
高
僧
伝
』
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
注

二
ク

ニ
ク

法
華
経
』
で
は
「
霊
応
伝
第
四
云
」
で
は
な
く
、
「
続
高
僧
伝
十
七
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
『
霊
応
伝
』
の
一
巻
に
は

孫
興
公
『
遊
天
台
山
賦
』
・
潅
頂
撰
『
天
台
山
国
清
寺
智
者
大
師
別
伝
』
が
、
二
巻
に
は
顔
真
卿
『
智
者
大
師
伝
』
・
道
澄
『
智
者
大
師

述
讃
』
・
某
『
天
台
大
師
略
伝
』
・
曇
翌
胡
『
智
者
大
師
影
堂
記
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
現
在
欠
本
と
な
っ
て
い
る
こ
の

第
四
巻
に
は
、
恐
ら
く
『
統
高
僧
伝
』
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
宗
祖
の
時
代
の
頃
は
ま
だ
『
霊
応

伝
』
は
散
逸
せ
ず
に
完
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
四
巻
だ
け
は
存
し
て
い
た
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
か
。

、
ｒ
ハ

ト
フ
カ
ニ
カ
ニ
ン
ヌ
ノ
ー
卜
《
フ
ヲ
ニ
ヤ
ワ
ヤ
●
●
《
●
●
ワ
●
●
●
●
ノ
●
●
モ
●
●
●
テ
●

⑥
止
観
者
説
己
心
中
所
行
法
門
云
故
。
明
知
。
法
華
迩
門
不
し
及
云
事
。
何
況
本
門
乎
。
若
得
二
此
意
一
者
檀
那
流
義
尤
吉
也
ｏ
以
二
此

●
ノ
●
キ
ヲ
ハ
ル
ト
ニ
ス
ワ
ク
ル

垂
ｗ
）

等
趣
一
止
観
勝
二
法
華
一
申
邪
義
可
レ
有
二
問
答
一
候
歎
。
（
傍
点
筆
者
）

上
述
の
検
し
方
と
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
が
、
日
進
の
写
本
と
定
遺
（
正
確
に
い
え
ば
、
大
夫
日
尊
の
弟
子
の
日
朝
の
写
本
）
と
に

園
）

即
示
二
普
賢
道
場
一
行
二
法
華
三
昧
一
。
経
二
二
七
日
一
行
道
諭
し
経
。

と
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ノ
ー
ク

チ
ニ
ス

ヲ
テ

ノ
ニ
リ

⑪
霊
応
伝
第
四
云
智
韻
代
レ
師
講
一
金
字
経
一
・
至
二
一
心
具
足
万
行
処
一
顎
有
し
疑
・
思
為
釈
日
汝
所
レ
疑
此
乃
大
品
次
第
意
耳
。
未
ニ

ニ
シ
テ
ク
カ
ハ
フ
レ

ノ
ナ
ル
夕

！
，
、
尽
凹
〆

と
、
『
弘
決
』
に
、

鰻
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

『
霊
応
伝
』
は
フ
ル
ネ
ー
ム
を
『
天
台
霊
応
図
本
伝
集
』
（
全
一
○
巻
）
と
称
し
、
一
・
二
巻
の
承
が
存
し
、
三
～
一
○
ま
で
の
八
巻

（
錘
）

は
欠
本
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
『
霊
応
伝
』
か
ら
の
検
討
は
無
理
と
な
る
が
、
『
続
高
僧
伝
』
の
南
岳
の
項
に
、

園
）

顔
即
諮
二
受
法
華
行
法
一
・
三
七
境
界
雑
二
卒
載
叙
一
。

ノ
ー
（
鮪
）

是
法
華
円
頓
旨
一
也
文
。

(I@Z)



差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
若
・
・
・
・
・
趣
」
ま
で
の
傍
点
の
十
六
字
が
日
進
の
写
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
「
檀
那

流
義
尤
吉
也
」
の
七
字
が
問
題
と
な
る
ｏ
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
文
の
意
は
、
中
古
天
台
の
慧
心
・
檀
那
の
二
流
に
対
し
て
選
択
を
加
え

ノ
そ

て
、
檀
那
流
を
継
承
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
檀
那
流
を
支
持
す
る
と
の
表
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
問
題
と
な
る
七
字
乃
至
十
六
字

が
な
く
て
も
ス
ト
リ
ー
と
し
て
は
十
分
に
、
檀
那
流
支
持
の
意
向
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ば
念
押
し
的
な

ノ

セ
字
が
何
故
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ｏ
日
進
の
単
な
る
書
き
忘
れ
か
。
日
進
の
写
本
の
原
本
と
な
っ
た
「
有
人
本
」
に
は
あ
っ
た

の
か
、
な
か
っ
た
の
か
。
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）
の
筆
に
な
る
富
士
系
の
日
朝
の
写
本
に
は
こ
の
十
六
字
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か

ら
、
や
は
り
日
進
の
書
き
忘
れ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
正
中
二
年
乃
至
元
徳
二
年
か
ら
貞
治
三
年
の
三
十
有

余
年
の
間
に
、
檀
那
流
支
持
の
色
彩
を
色
濃
く
出
さ
ん
が
た
め
に
、
こ
の
十
六
字
が
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
応
疑
問
と

余
年
の
間
に
、
檀
那
癖

し
て
指
摘
し
て
置
く
。

宗
祖
の
弘
教
の
基
本
姿
勢
は
折
伏
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
教
学
の
一
つ
の
特
色
は
、
充
分
に
吟
味
さ

れ
た
経
論
釈
を
引
用
し
て
、
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
極
め
て
旺
盛
で
あ
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
日
進
の
写
本
が
現
存
す
る
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
に
つ
い
て
の
一
側
面
か
ら
の
考
察
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
〆
く
く
り
と
し
て
、
そ
の
要
点
を
述
べ
れ
ば
、

仰
日
進
と
日
祐
と
の
極
め
て
親
密
な
関
係
を
考
え
る
時
、
日
祐
の
目
録
・
記
録
・
著
作
類
中
に
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
の
こ
と

が
片
鱗
だ
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
率
直
に
い
っ
て
、
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

㈹
お
わ
り
に

(〃3）



般
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

脚
引
用
経
論
釈
の
出
典
等
に
お
い
て
、
そ
の
確
認
が
で
き
る
も
の
は
首
肯
し
て
も
い
い
と
は
思
う
が
、
そ
れ
が
明
確
で
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
正
直
に
い
っ
て
、
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
い
わ
ば
口
伝
切
紙
相
承
的
な
も
の
か
ら
の
引
用
の

あ
る
と
こ
ろ
、
及
び
真
如
随
縁
論
が
活
用
さ
れ
て
い
る
個
所
等
は
、
宗
祖
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
相
容
れ
難
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
し
こ
れ
ら
の
個
所
に
つ
い
て
真
筆
あ
り
と
す
れ
ば
、
宗
祖
は
ど
の
よ
う
に
書
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
二
点
が
大
雑
把
に
い
っ
て
、
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
自
己
の
現
在
の
所
信
の
一
端
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
識
者
の
ご
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

（
、
）
最
蓮
房
伝
の
参
考
文
献
は
、
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
』
、
『
健
抄
』
、
『
考
文
』
、
『
啓
蒙
』
、
『
高
祖
年
譜
・
巧
異
』
、
溝
田
在
庵
氏
「
最
蓮

上
人
」
（
『
棲
神
』
七
）
、
岡
教
遂
氏
「
最
蓮
房
上
人
伝
に
つ
い
て
」
（
『
大
崎
学
報
』
五
五
・
五
六
）
等
で
あ
る
。

へへへへへへへ

109 8 7 6 5 4
ｰ讐嘗一一一一

（
１
）
『
得
受
職
人
功
徳
法
門
抄
』
（
定
遺
六
二
九
）

（
２
）
『
日
蓮
宗
年
表
』
（
一
四
）

（
３
）
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
下
山
本
国
寺
境
内
の
墓
碑
に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
墓
碑
は
「
亨
和
第
四
（
一
八
○
四
）
甲
子
正
月
十
八
日
当
山
廿

四
世
心
妙
院
日
順
造
立
之
」
と
あ
る
。
な
お
同
寺
の
寺
誌
・
文
書
等
に
つ
い
て
は
、
影
山
尭
雄
氏
「
最
蓮
房
に
つ
い
て
」
（
一
八
’
二
一
『
大
崎
学

報
』
九
八
）
に
詳
し
い
。

』
九
八
）
に

五
九
’
六
五

定
遺
八
五
一
の
脚
注

影
山
氏
前
掲
著
（
一
六
’
二
五
）

二
八
ｊ
二
九
・
三
七
九
・
四
七
二

八
○
’
一
の
注
（
躯
）

定
遺
八
七
○

注
（
２
）
参

（
２
）
参
照

(〃4）



（
胆
）
『
他
受
用
御
番
』
の
略
称
で
あ
る
。

（
週
）
身
延
の
行
学
日
朝
で
は
な
い
。
な
お
定
遺
八
四
四
・
八
七
○
の
脚
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
皿
）
定
遺
六
二
○

（
喝
）
〃
六
三
二

（
蝿
）
〃
六
二
九

（
Ⅳ
）
〃
二
一
三
七

（
蛆
）
〃
二
一
四
四

（
四
）
最
蓮
房
あ
て
御
書
に
つ
い
て
の
研
究
論
文
は
、
前
掲
の
影
山
・
宮
崎
両
先
生
の
著
述
及
び
注
（
、
）
の
他
、
小
林
是
恭
氏
「
段
蓮
房
賜
醤
管
見
」

（
『
大
崎
学
報
』
九
三
）
、
勝
呂
信
静
氏
『
日
蓮
思
想
の
根
本
問
題
』
等
が
あ
る
。

（
卯
）
定
遺
八
七
二
の
脚
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
郡
）
〃
八
五
一
の
脚
注
参
照
。
な
お
こ
の
項
は
、
前
掲
の
小
林
氏
の
著
述
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

（
配
）
し
か
し
、
こ
の
場
合
日
進
が
は
た
し
て
最
蓮
房
に
「
御
」
の
字
を
付
け
た
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。

（
調
）
『
日
蓮
宗
年
表
』
（
諸
大
本
山
歴
世
表
）
に
よ
る
と
、
日
進
は
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
十
二
月
八
日
化
七
十
六
才
、
日
祐
は
応
安
七
年
（
一
三

七
四
）
五
月
十
九
日
化
七
十
七
才
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
進
が
二
十
七
才
年
長
と
な
る
。

（
型
）
当
然
の
ご
と
く
『
常
師
目
録
』
に
は
そ
の
記
戦
は
な
い
。
ち
な
承
に
、
目
録
類
で
の
初
見
は
『
身
延
朝
師
本
御
語
目
録
』
（
定
遺
二
七
七
一
両
）

へへへへへへへ

31302928272625
ｰｰｰｰｰ四一

い
さ
さ
か
論
拠
薄
弱
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
身
延
山
久
遠
寺
編
『
身
延
山
史
』
（
四
○
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
『
身

延
先
師
代
と
の
事
』
（
日
宥
筆
）
に
懇
る
に
、
大
聖
人
御
在
世
中
は
十
間
四
面
の
御
房
な
り
し
も
、
進
師
の
代
に
至
り
て
本
堂
已
下
諸
堂
大
旨
伽
弦

最
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
（
中
條
）

か
ら
で
あ
る
。

山
川
智
応
氏
「
立
正
観
抄
涯

宗
全
一
巻
（
四
四
七
’
八
）

宗
全
一
巻
（
四
四
九
）

〃
（
四
四
五
）

日
進
は
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
に
身
延
入
山
、
翌
三
年
は
宗
祖
三
十
三
回
忌
に
相
当
す
る
。

〃
（
四
四
五
’
六
）

山
川
智
応
氏
「
立
正
観
抄
に
対
す
る
疑
議
に
就
い
て
」
（
三
一
’
二
『
棲
神
』
二
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（〃5）



股
蓮
房
あ
て
御
番
の
一
考
察
（
中
條
）

整
備
す
る
と
い
ふ
。
故
に
久
遠
寺
の
外
観
面
目
進
上
の
時
に
一
新
発
展
せ
る
を
知
る
。
」
と
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
常
識
的
に
見
て
、
恐
ら
く
日
進

は
身
延
山
に
釘
付
け
の
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
る
。

（
犯
）
浅
井
円
道
氏
三
本
祖
と
慈
覚
・
智
証
Ｉ
要
麟
先
生
へ
の
疑
義
‐
と
（
一
九
三
『
大
崎
学
報
』
二
三
）
参
照

（
詔
）
浅
井
要
職
氏
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
（
一
九
九
’
二
○
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
認
）
石
田
瑞
麿
氏
は
、
四
重
興
廃
は
少
く
な
く
と
も
鎌
倉
初
期
、
十
二
世
紀
の
終
わ
り
に
は
成
立
し
て
い
た
公
算
が
大
で
あ
る
と
い
う
。
「
口
伝
法
門

に
お
け
る
四
重
興
廃
」
（
二
九
八
’
三
○
一
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
○
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
弱
）
浅
井
円
道
氏
「
本
理
大
綱
集
」
（
五
五
一
『
日
本
思
想
大
系
九
・
天
台
本
覚
論
』
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

へへへへ

38373635
ｰ嘗曹一

へへへ

414039
ｰ曾一

へへへへへへへへへ

504948474645444342
嘗曹ゞ讐嘗曹嘗嘗嘗

『
録
内
拾
遺
』

『
信
仰
叢
書
』

下
略
）
」
と
あ
る
。

日
全
四
二
六
’
七

本
写
本
は
大
石
寺
所
蔵
版
と
い
わ
れ
、
巻
末
の
奥
書
に
よ
る
と
、
永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
に
沙
門
優
覚
が
書
写
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
が
、

こ
の
年
の
干
支
は
「
丙
子
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
写
本
で
は
「
乙
辰
」
と
あ
っ
て
、
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
信
怨
性
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
．

定
遺
八
四
九

定
遺
八
四
七

定
遺
八
四
九

定一
遺御
八窃
四註
九一

定
遺
八
四
九

五
左
’
六
左

天
全
一
八
四
’
五

『
御
窃
註
』
（
日
全
五
五
九
）
に
よ
る
と
、
『
山
門
建
立
秘
決
』
に
類
文
が
あ
る
と
い
う
。

一〃

右
〃
七
二

二
一
四
四

（
日
全
四
二
五
）

ノ
《
ナ
リ
ノ
ン
カ
タ
ノ
ヲ

ノ
ハ
メ
ナ
リ
ン
カ

フ
卜

・
一

（
二
一
）
に
「
慈
覚
三
観
者
、
為
し
令
し
持
二
行
者
心
一
、
伝
教
三
観
者
、
為
し
令
し
得
二
法
体
一
、
修
観
与
二
法
体
一
互
不
レ
可
レ
違
、
（
以

（〃6）
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な
お
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遺
、
『
日
蓮
宗
宗
学
全
醤
』
は
宗
全
、
『
日
蓮
宗
全
番
』
は
日
全
、
『
天
台
宗
全
番
』
は
天
全
、
『
大

正
新
脩
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

〃
二
六
○
五
・
二
六
三
一
・
二
六
六
八
・
二
六
九
一
・
二
六
九
八
・
二
七
○
○

最
澄
は
真
如
随
縁
論
を
駆
使
し
て
法
相
教
学
に
対
抗
し
、
天
台
教
学
の
正
当
性
を
論
証
し
た
。
な
お
真
如
観
尊
重
の
気
風
は
、
論
争
書
ば
か
り
で

は
な
く
、
例
え
ば
『
註
無
量
義
経
』
な
ど
の
論
争
番
外
の
も
の
に
も
認
め
ら
れ
る
。

浅
井
円
道
氏
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
（
一
七
二
’
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

最
蓮
房
あ
て
御
謹
の
一
考
察
（
中
條
）

『
金
綱
集
』
（
宗
全
一
四
巻
四
三
一
’
二
）
に
同
文
が
あ
る
。

定
遺
八
七
一
’
二

大
正
蔵
経
五
○
巻
五
六
三
中

「
日
本
後
紀
」
（
二
四
『

大
正
蔵
経
五
○
巻
五
六
三
中

〃
四
六
巻
一
四
七
下

〃
庇

一
四
『

山
中
喜
八
編
著
『
定
本
注
法
華
経
』
（
上
巻
六
○
）

定
遺
八
七
一

二
四
○

二
右
’
二
左
、
『
信
仰
叢
書
』
（
一
八
）

定
遺
八
五
○
’
一

定
遺
八
七
一

〃
二
一
七
九

〃
二
一
八
七
’
八
・
二
一

〃
二
五
八
○
・
二
五
八
一

二
一
七
九

二
一
八
七
’
八
・
二
一

〃
二
一
○
六

九
○

六
国
史
』

巻
六
）
に
よ
る
と
、
最
澄
は
嵯
峨
帝
に
本
書
一
○
巻
を
奏
上
し
た
と
い
う
。
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